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はじめに
本論文は 1918年（大正 7年）に制定された大学令により大学「昇格」を遂げた私立高等教育機関（以
下私学と表記）の中から，キリスト教主義の学校（以下キリスト教系私学と表記）の大学昇格に着目
し，個別事例として同志社大学の大学昇格の実態面を分析することによって，キリスト教系私学が大
学昇格に際して取り組まざるを得なかった課題の一端を明らかにしようとするものである（１）。
従来法制上では専門学校として位置付けられてきた私学は大学令制定後，その多くが大学昇格を遂
げたが，それらを専門領域の面から大別してみると 3つに分類できる。第 1に早稲田大学や慶應義塾
大学のように，専門学校令下で複数の学科を備え，文科系から理科系までの幅広い専門領域に対応し
た学部を備えて昇格を行った総合系私学，第 2に明治大学や法政大学など，法律学校を始まりとし，
法学を中心として学校経営が行なわれてきた法学系私学，そして，第 3にキリスト教や仏教教団を母
体とし，宗教者の教育を目的として設立された宗教系私学である。
では，なぜ私学の大学昇格に着目するのか。それは大学昇格が各私学を大きく変革させる転機と
なったからである。専門学校令では，専門学校の認可を受けるために必要な修業年限や教員の採用面
などの要件は低水準なものであったが，大学令では相当数の専任教員を置くことが必須となったこと
など，大学の設置に関して厳しい要件が求められた。そして，国家が定めた規程に基き大学昇格を行
うために，各私学では制度的，あるいは構造的な変容が生じ，変容した要素の中でも，教育理念・方
針及び学部・学科構成は大きな変化が迫られた。以上のことから，私学の大学昇格前後の教育理念・
方針及び学部・学科構成に注目して考察する必要があると考える。
それでは，大学昇格前後で変化する可能性のある幾つかの事項の中で，上記の 2つの要素に着目す
るのはなぜか。先行研究には寺崎昌男『学校の歴史』（1979年，第一法規出版）や天野郁夫『大学の
誕生』（2009年，中央公論新社）などがある。しかし，これらの先行研究では，大学昇格の前後にお
ける教育理念・方針及び学部・学科構成の変容に関する言及は見られないため，これら 2点に着目し
て分析する必要がある。また，教育理念・方針及び学部・学科構成について着目する理由にも触れて
おきたい。まず，教育理念に着目するのは，大学令の第一条で，大学の教育は国家の須要に応じるも
のでなければならないという規定が設けられたためである。この規定により，従来独自の教育理念・
方針を形成してきた私学は大学令に従い教育理念・方針を変化させたのか，あるいは，創立以来の教
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育理念，方針を堅持したのかについて分析する必要がある。また，学部・学科組織の変遷に着目する
のも，大学令で各大学は 1学部以上の学部を設置することが規定されたためである。従来，独自の学
科構成を組織してきた私学が，大学昇格後はどのような学部を組織したのかに着目し，その変化を分
析する必要がある。以上の 2点の理由から，大学昇格時の私学における教育理念・方針及び学部学科
組織の変化に焦点を当てることは，私立大学の原点を探ることにもつながると考えられる。
以上，本論文が大学昇格に着目する理由を述べたが，大学昇格を行った私学の中でも，キリスト教
系私学に注目する理由は何か。キリスト教系私学の歴史については『日本におけるキリスト教学校教
育の現状』（1961年，基督教学校教育同盟）や『近代日本の大学と宗教』（2014年，法蔵館）で分析
が行われているが，これらの研究では，大学昇格においてキリスト教系私学に限らず，宗教系私学で
問題となった宗教教育と大学教育の相克について触れられていない。大学教育と宗教教育の相克がキ
リスト教系私学で生じていたと考えるのはキリスト教系私学の設立の目的が関係している。先行研究
にはキリスト教系私学の多くがキリスト教会から派遣された宣教師によって設立されており，キリス
ト教の伝道者の養成が目的とされたことが示されている（２）。これらの点から，大学昇格を行う際に，
伝道者養成という設立目的と大学における一般市民の人材養成という 2つの目的は並立したのか，あ
るいはそこには相克が生じたのかを分析する必要がある（３）。
また，大学昇格時，日本における宗教系私学は大きく分けてキリスト教系と仏教系私学であり，仏
教系私学においても宗教教育と大学教育の相克が生じていたと考えられる。そのためキリスト教，仏
教系私学の両方を分析する必要があるが，紙幅の関係から今回はキリスト教系私学に焦点を当てて分
析する。以上のことから，本論文ではキリスト教系私学の中で最も早くに大学昇格を遂げた同志社大
学の大学昇格前後の教育理念・方針及び学部・学科構成の変容を事例として分析し，大学昇格時のキ
リスト教系私学ではどのような課題が存在したのかを考察する。
第 1節　キリスト教系私学の大学昇格
はじめに，キリスト教系私学の大学昇格を分析するために，大学昇格以前，つまり，専門学校令下
のキリスト教系私学について触れておきたい。1903年（明治 36）年制定の専門学校令によって，多
くのキリスト教系私学が専門学校として認可された。江島直俊は認可を受けたキリスト教系私学の特
徴として，女子高等教育機関であること，また，神学科以外の学科を備えた学校であることを指摘し
ている（４）。例として，神学科以外に文学科を備えていた東北学院，また，女子英学塾や神戸女学院
などの女子学校が専門学校の認可を受けている。このように多くのキリスト教系私学が専門学校とし
て認可を受けたが，大学令下では専門学校に認可された私学全てが大学昇格を遂げたわけではなかっ
た。では，大学令下では，どのようなキリスト教系私学が大学へと昇格することができたのか。
専門学校令下では女子学校，そして，神学科以外の学科を設置した私学が専門学校として認可され
ているが，戦前，女子学校は大学として認可されていない。神学科以外の学科を設置した学校という
点に関しては，大学昇格を遂げたキリスト教系私学全てがそれに該当している。表 1はキリスト教系
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私学に分類できる私学を一覧とし，それぞれの学部・学科を整理したものであるが，大学昇格を果た
したキリスト教系私学では神学科以外の学科・学部を設置していることがわかる。また，設置されて
いる学科は文学科・学部だけではなく，法学や商科であるという点も昇格できた学校とできなかった
学校の違いである。これには，1900年以降の私学における実業的学問の重視傾向が影響している。『全
国学校案内』（1908年，内外出版協会）の以下の記述を見ると各私学において実業的な学科目が重視
されていたことがわかる。
然るに近来各私立大学は続々として商科の如き実業的科目を新設するに至つた。これは誠に学
界の慶事であつて，出来得べくんば今後工業，医学の如き科目をも漸次設置せられたきもので
ある（６）
このような実業的学科を新設する動きはキリスト教系私学にも同様に見られ，表 1のように，幾つ
かのキリスト教系私学は法学や商学といった専門職業人養成のための学部・学科を設置している。天
野郁夫はこうしたキリスト教系私学の専門職養成学科開設の動きを「聖俗共学化」と表している（７）。
再度表 1を見ると，非キリスト教的学科，特に商科といった実業的学科を設置した私学が大学昇格を
遂げ，神学科や文科のみといった学科構成の私学は専門学校の位置に留まったことがわかる。以上の
ことから，聖俗共学化を行い，神学以外にも専門領域を広げることができたキリスト教私学が，後に
大学昇格を果たすことができたのである。
しかし，それら大学昇格を遂げたキリスト教系私学に着目すると，文学，商学，法学といったよう
に専門職業人養成の学科のみが設置され，神学科が設置されていないことがわかる。新たな学科の設
置による専門領域の拡大が行われた一方で神学科は設置されていないが，創立以来のキリスト教主義
に基づいた教育は排除されてしまったのだろうか。以下，同志社大学の大学昇格事例に着目し，大学
昇格前後の教育理念・方針及び学部・学科構成の実態面を分析し，同大学ではキリスト教がどのよう
に位置付けられたのかを考察する。
表 1　キリスト教系私学の学部・学科一覧
専門学校令下 大学令下
立教学院立教大学 文科，商科 文学部，商学部
同志社大学 神学部，政治経済学部，英文科 文学部，法学部
関西学院大学 商科，文学科 法文学部，商経学部
以下，大学へ昇格しなかったキリスト教系私学
明治学院 高等部，神学部
青山学院 高等部，神学部
東北学院 文科，神学科
※『男女全国学校案内』を元に筆者作成（５）
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第 2節　同志社大学の昇格
（1）同志社大学の教育理念・方針
1875（明治 8）年に新島襄によって創設された同志社は，1920（大正 9）年に法学部と文学部の 2
学部を備えた同志社大学を設置している。キリスト教系私学として最も早く大学昇格を果たした同志
社大学は大学昇格前後において，その教育理念・方針及び学部・学科構成にどのような変化があった
のだろうか。
まず，大学昇格前後の教育理念・方針を分析するには，創立者である新島の教育理念・方針につい
て触れる必要がある。それは同志社の大学昇格の際，新島が示した教育理念・方針が精神的中心と
なったからである。特に新島が生前，大学構想に関して述べた「同志社大学設立の旨意」（以下「旨
意」と示す）には新島の目指す大学構想と教育理念が示されており，『同志社時報』（８）や『同志社一
覧』（９）にも掲載されている。新島が「旨意」を発表した 1888（明治 21）年，法制上の大学は帝国大
学のみであり，「自治独立の人民を養成するに至っては私立大学の特性の長所たるを信ぜずんば非ず」
と，新島は私立大学の設立を強く主張していた（10）。また，新島が標榜していたのはキリスト教主義
の私立大学の設立であった。ただ，キリスト教主義大学でのキリスト教の扱いについて，新島は以下
のように述べている。
吾人は基督教を拡張させんが為に大学校を設立するに非す，唯た基督教主義は，實に我か青年の
精神と品行とを陶冶する活力である（11）
新島が標榜するキリスト教主義大学では，キリスト教の拡大を目的とするのではなく，キリスト教
によって学生の精神と品行を陶冶することを目的としていたのである。さらに，新島は「旨意」の中
で神学科の他，政治，経済，哲学，文学，法学といった神学以外の学科を大学に設置することを望ん
でいた。以上のことから，キリスト教を学生の精神，品行を陶冶する活力として精神的中心に据え，
広い専門領域を教授することが，新島の教育理念・方針であったと考えられる（12）。
このような新島の教育理念・方針に基づいて同志社大学はキリスト教主義をその精神的中心として
きたが，大学昇格時にはこのキリスト教主義をどのように位置づけるかについて大学内で議論が起き
た。例えば，法学部教授の高木庄太郎は，大学の設立に関して以下のように述べている。
同志社大学設立の認可は事実上神学の研究を認め徳育上基督教主義を是認したものである。我国
最初の基督教主義大学といふ意味に於て同志社の責任の甚だ軽からざるを覚ゆるのである（13）
高木は，同志社大学の設立が認可されたことは，キリスト教主義が認められたことと同義であるか
ら，キリスト教主義大学としての責任を全うすべきであると述べている。また，慶応義塾大学で宗教
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史を教授していた島原逸三は，同志社大学でのキリスト教主義教育に関して，宗教が人類の歴史に発
展をもたらしてきた事実を中心としてキリスト教を教授すべきだと述べており，以下のような形でキ
リスト教主義教育を行うべきだと述べている。
要之，基督教研究を専門とせざる学生に適当と認めらるる時間と程度とで，平易に，而も研究的
態度を以て，宗教心理学，宗教社会学，宗教史，比較宗教学を講じ，基督教の事実を開明するの
である（14）
以上のように，大学昇格時の同志社大学の教育理念・方針を見ると，キリスト教主義の大学として
運営を行っていくことに反対する意見は少なく，むしろ，キリスト教主義大学としての理念・方針を
堅持し，学生に積極的にキリスト教主義教育を行っていく方策を取ろうとしていたと考えられる。で
は，実際には同志社大学ではキリスト主義教育はどのような形で位置付けられたのだろうか。次に，
同志社大学の学部・学内組織構成の変化を見ることで，その実態面を分析する。
（2）同志社大学の学部・学内組織構造の変化
　1）専門学校令下の同志社大学
はじめに，同志社大学がどのようにして大学昇格を果たしたのかを整理する。同志社大学設立まで
の流れを図 1として示した。
図 1をもとに，まず，専門学校令下ではキリスト教主義教育はどのように位置付けられていたのか
について，各学科の学科課程に着目して分析する。1904年（明治 37）年に，同志社専門学校は専門
学校令によって専門学校として認可され，同志社神学校も同年に認可されている。同志社専門学校は
経済科と英文科が設置されており，英文科で「聖書文学」という学科目が確認できる以外はキリスト
教関連の学科目は設置されていなかった（16）。一方，神学校はキリスト教関連の学科目を中心とした
学科課程となっており，専門学校が一般市民の養成を目的としていたのに対し，神学校は聖職者養成
機関であったと言うことができる。
図 1　同志社大学の大学昇格までの流れ
※『同志社九十年小史』を元に筆者作成（15）
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このように，学生の養成目的も大きく異なる 2つの学校は，1912（明治 45）年に合併し，その後，
同志社大学へと改称された。改称後，同志社大学は神学部・政治経済部（政治科・経済科）・英文科
を備える学校となった（17）。政治経済部に関しては，経済科の専門領域が拡大され設置されたもので
あると見ることができるが，神学部は新しい学科の設置であると言える。では，なぜ専門学校令下の
同志社大学で神学部が設置されたのだろうか。
その理由としては神学校との合併の影響が考えられる。神学部の学科課程はキリスト教関連の学科
目が中心となっており，合併した同志社神学校で行われていた聖職者養成を，神学部において行おう
としていたと考えられる。では，神学部以外ではキリスト教主義教育は行なわれなかったのだろうか。
同志社の『年度報告』を見ると，1912（明治 45）年から大学における礼拝等の儀礼に関する記述が
見られる。大正元年度の年度報告には以下のような記述がされている。
大学部は神学部講堂にて開会することとし平日は唱歌，聖書朗読，祈祷，報告を以て了り，水曜
日朝は両所とも特に修身，道徳に関する講演をなす（18）
以上の記述を見ると，神学部だけではなく，大学全体として礼拝等のキリスト教的活動を行ってい
たことがわかる。また，大学の学生に対してキリスト教主義教育をどのように実施するかについて具
体的に以下のように述べられている。
特に大学部に於て各地方より来る学生多くその思想信仰は種々様々にて之れを同志社精神に陶冶
せんとするには堅忍不抜の努力を要するものあり（筆者＝中略）前年度開始大学部精神講話は毎
火曜日之を行ひ，各教授交代にてその信念蘊奥を語り学生一般を刺激しつヽあり（19）
同志社大学の全学生に対しては，儀礼などを通してキリスト教主義精神の陶冶が行なわれていたこ
とが分かる。ただ，この礼拝や精神講話といったキリスト教的儀礼は，同志社内部の各組織によって
どのように行うかは異なっていた。以下の記述にはその模様が見られる。
中学及女学校に於ては毎朝礼拝式を挙行し霊性の陶冶を計り，大学に於ては毎朝礼拝を行ふも之
を学生の自由意志に愬へ其出席を敢て強制せず但し火曜日朝は予科生全体を公会堂に集め宗教的
典礼に則り精神講話を行ひ居れり（20）
大学では朝の礼拝が強制的な参加ではなかったが，「毎朝礼拝」を行っていたという点からは，キ
リスト教主義が儀礼を通して存続していたことがわかる。では，このようなキリスト教に関する儀礼
は大学昇格後も続けられたのか。また，大学昇格後，キリスト教主義教育はどのように位置付けられ
たのだろうか。以下，大学令下の同志社大学のキリスト教主義教育を分析する。
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　2）大学令下の同志社大学
大学昇格後，同志社大学は法学部（政治学科・経済学科）と文学部（神学科・英文科）の 2学部を
設置した。文学部の一学科として神学科を見ることはできるが，神学部は設置されなかった。神学部
が設置されなかった理由について『同志社大正八年度報告』には以下のように記されている。
始め神学部は一独立学部たらしめんと欲せしも文部省の許す所とならず止むを得ず文学部の一学
科たらしめたり（21）
同志社大学が神学部を設置しなかったのは，国家からの認可が降りなかったためであることがわか
る。これは大学令第二条でも，大学に設置できる学部は法学，医学，工学，文学，理学，農学，経済
学，商学であるとされており，神学は入っていない。このような背景から同志社大学の神学部設置は
認可されず，同志社大学側は「止むを得ず」文学部の一学科として神学科を設置したのである。
では，大学昇格後の同志社大学ではキリスト教主義教育はどのような形で行なわれたのか。1921
年度の大学学則を見ると，神学科のカリキュラムには英文科との共通科目として倫理学と心理学が設
置されている（22）。しかし，それ以外は共通する学科目を見ることはできない。1923年度の学則でも，
神学科と英文科の共通科目は倫理学と心理学の 2学科目のみである。また，法学部の経済学科・政
治学科の各学科課程には，キリスト教関係の学科目を見ることはできない（23）。学科課程から見ると，
同志社大学では文学部神学科以外ではキリスト教関連の学科目は教授されていないことがわかる。
では，文学部神学科以外ではキリスト教主義教育はどのように位置づけられていたのか。『同志社
大正九年度報告』を見ると，以下のような記述が見られる。
大学の朝拝は甚だ振るはなかつたこと久しい，兎に角形式のみ存し，夫れも亦一週三朝に減ぜら
れて居つた。但し予科生は毎週火曜日午前九時より一時間修身があつて精神教育の欠陥を補つて
居つた（筆者＝中略）来年度よりは大学の朝拝に一新生面を開かしむる方針である（24）
ここでは，大学の朝拝に関して批判的な言葉が見られる。『大正八年度』において自由参加であっ
た大学の朝拝であるが，ここでは「形式のみ」の状態となったことがわかる。しかし，大学の朝拝を
廃止するのではなく，むしろ，改善し，積極的に行おうとする旨を窺うことができる。以上のことか
ら，大学昇格後も大学全体として礼拝などのキリスト教的活動を通して，キリスト教主義を堅持しよ
うとする動きは存続されたと考えられる。
さらに，1926（大正 15）年，文学部神学科には神学専攻と倫理学専攻が設置される。1926年度学
則を見ると，神学専攻の必修科目は，教会史や組織神学といったキリスト教関連の学科目が中心と
なっている。一方，倫理学専攻の必修科目は倫理学に関連する学科目が中心となっており，キリスト
教関連の学科目は非常に少ない。そして，神学専攻では選択科目に配置されていた教育史や教育学概
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論といった教育に関連する学科目が，倫理学専攻では必修科目となっている点で，各学科課程に違い
が見られる。
それでは，神学科が神学専攻と倫理学専攻へと分かれ，その 2つの専攻の学科課程に違いが見られ
ることに理由はあるのか。『同志社大正九年度報告』には，2つの専攻の設置及び学科課程の違いの
要因と考えられる以下の記述が見られる。
英語教師の需要が多くなり，本年度英文科卒業生の如きは忽にして就職し，地方の要求に応じ得
なかった程の如きは實に多数の英文科生を養成せねばならぬことであつて，同志社教育の特色を
発揮する所以である。之に反して同志社神学生生徒の英語が望みを嘱せらるヽほど進歩せずして
却て退歩の状態を示しつヽあるとの評判は亦大に戒心すべきことではあるまいか（25）
神学科の英語能力が英文科に対して劣っているとここでは述べられている。こうした実状を打開す
るために，倫理学専攻は設置されたと考えられる。1926年度学則の「備考」にも「高等教員及中等
教員無試験検定ヲ受ケントスルモノ」には，履修すべき学科目の一覧が示されており，高等教員試験
検定に関しては倫理学専攻の科目の履修が必須となっている（26）。つまり，倫理学専攻の設置は神学
科において，聖職者養成以外の人材が養成されるようになったことを意味しているのである。
以上のように，専門学校令下から大学昇格後までの学部・学科の変遷を見ることで，同志社大学で
はキリスト教主義教育がどのように位置付けられたのかを分析した。専門学校令下では神学部，大学
昇格後は文学部神学科がキリスト教主義教育の中心であり，それ以外の学部・学科ではキリスト教的
学問は教授されていなかった。しかし，神学部・神学科以外の学部・学科ではキリスト教主義は排除
されたのではなく，礼拝等の儀礼を実施することによって，神学科以外の学生にもキリスト教の精神
を養成しようとした動向は見られた。同志社大学の学部・学科構成は，創立者新島が標榜したキリス
ト教主義総合大学の理念を中心とし，総合大学として非キリスト教的学問を専門とする学部・学科を
設置しながらも，儀礼を通してそれらの学部・学科の学生にもキリスト教の精神を培おうとしていた
のだと考えられる。
おわりに
以上，キリスト教系私学の大学昇格の実態面の変容に関して，同志社の事例を取り上げて考察して
きた。
本論文では同志社大学の昇格事例に焦点を当てたが，立教大学や関西学院大学なども大学昇格を遂
げたキリスト教系私学である。これら大学昇格を果たすことができたキリスト教系私学と，できな
かった私学の違いは，神学以外に専門領域を拡大させ，学部・学科を設置できたかであると言える。
また，大学昇格を果たしたキリスト教系私学に関しては，同志社大学を事例として見ると，創立者新
島の教育理念・方針が中心となり，神学部・神学科以外の学部・学科に対しても礼拝等のキリスト教
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的活動を通して，キリスト教の精神を教授しようとする動きがあったことを確認できた。大学昇格時
に同志社大学内で起きた議論も，キリスト教主義教育を積極的に行うべきであるといったものが多
く，大学昇格後にも，創立者の教育理念・方針が大学の運営に反映されていたと見ることができる。
また，文学部神学科倫理学専攻の学科課程に見られるように，キリスト教主義を堅持すると共に，社
会に貢献する人材を育成する動きも存在していた。
では，同志社大学の大学昇格を分析することで見えてくる，キリスト教系私学が取り組むべき課題
とは何か。上述したようにキリスト教系私学のすべてが大学昇格をしたわけではなく，神学以外の学
問の教授も可能とするために法学，商学といった専門職養成を行う学部・学科を設置した私学が大学
昇格をしたのである。それらの私学では専門職養成に重点が置かれ，キリスト教主義教育は消滅した
のではなく，キリスト教主義の精神は礼拝等の儀礼として存続した。また，儀礼は神学関係の学部・
学科のみに行なわれたのではなく，大学全体として行なわれていた。つまり，大学昇格を通してキリ
スト教系私学では，キリスト教主義教育の中核として神学科で聖職者養成を存続し，非キリスト教的
学科に対しては礼拝といった形でキリスト教主義を精神的中心に位置付けようとしていたのである。
以上のことから，キリスト教系私学が大学昇格に際して取り組まざるを得なかった課題とは，大学
教育の中にキリスト教主義を内実化させることであったと考えられる。大学でのキリスト教主義の位
置付けは，今日のキリスト教系私立大学も抱える課題である。1920年代の大学昇格前後におけるキ
リスト教系私学の対応は，キリスト教系私立大学におけるキリスト教の位置付けを考える 1つの歴史
的素材であると言えるだろう。
今回は紙幅の関係から同志社大学のみを取り上げたが，ミッション・スクールのような純粋なキリ
スト教系私学ではないという点から，よりキリスト教色の強い学校，例えば上智大学といった他のキ
リスト教系私学の大学昇格時における大学教育とキリスト教の関係性を明確にすることが今後の課題
として挙げられる。また，専門学校から大学への変遷の中で，キリスト教主義教育に関しても，それ
が専門職養成の学問として特化されたのか，あるいは，学術・研究的なものへと変化していったのか
を明らかなものとしたい。
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